
・標準的なnano HPLC で同じ流速でも⻑いカラムを使⽤できます。
・より良い分離の為により⼩さな粒⼦径のカラムが使⽤できます。
・サンプルロードの時間が短縮できます。
・洗浄サイクル中の温度と流量が⾼くなった結果、カラムの洗浄効率が向上しました。
・室温や空調システムの影響を受ける事無くクロマトグラムの⾼い再現性を可能にします。

Max‐Plank 研究所のMartinsrideによって開発されたカラムオーブンは、
nano ESI Spray でカラムの温度を調整できます。
カラムの温度を⼀定に保てるため、分析結果を⼤幅に向上できます。
また、温度が⾼いほど洗浄サイクルも早くでき、カラムの⻑さも⻑くする
ことができます。
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Sonation社の nano LC カラムオーブンは感度を損なう事無くグラジエント及び
分析時間の短縮が可能。

液体クロマトグラフィー/質量分析プラットフォームに於ける、分析あたりのコストは⾼額になりますが、現在の
世代の質量分析計の驚異的なシーケンス速度により、同じLC‐MS/MS実験を受雷の半分の時間で⾏う事ができます。
Sonation社のカラムオーブンは、分析カラム周辺の温度を安定させる事で、温度や圧⼒の変動によるサンプル
ピークのズレを減らすことで、実験の再現性を向上させます。カラムオーブンの更なる利点は、分析カラムの温
度を上げることにより、LCの背圧が下がり、より⾼い流量で使⽤できるようになることです。ここでは、温度を
25°C（質量分析計周辺の周囲温度に基づく）から60°Cに上昇させることで、BSA タンパク質のトリプシン消化
物の分析時間を50％短縮し、 250 nl / minから450 nl / minの速度で、460 barの中央圧⼒を維持することが出来てい
ます。



図1では、同じ圧⼒レベルでの流量の違いが2回の実⾏で表⽰されています（60分での標準実⾏、30分での削減実
⾏）。 35℃の上昇は、背圧を同じレベルに下げて流量をほぼ２倍にすることが可能となります。分析のベース
ピーククロマトグラムを図２に⽰します。この図から、サンプルは、流速を上げても強度は低下すること無く、
ほぼ２倍に希釈されているにもかかわらず、ピーク間の分離が維持されていることがわかります。
必要な強度の増加は、分析時間の 1/2 の短縮によってたっせいされます。

移動相の割合がより迅速に⾼いレベルに引き上げられる事に加えて、分析カラムの温度を上げることにより、
ピークは更にシャープになります。
図３に、選択したトリプシンBSAペプチドの複合効果を⽰します。半値幅のピーク幅がほぼ５０％減少し、増加
した流量のより⾼い希釈度でピークの強度が同じレベルになります。BSA ペプチドのピーク幅は3秒に縮⼩されて
おり、最新の質量分析装置の⾼いスキャン速度が必要であることに注意してください。

装置及びメソッド

サンプルの準備
標準 BSA（Sigma‐Aldrich）は、6M 尿素と2M チオ尿素の混合物に可溶化され、DTT で還元後、IAA でアルキル化し
ました。 BSA を室温で LysCで３時間、トリプシンで１２時間消化しました。合計５ pmolの最終ペプチド混合物
をステージチップにロードし、脱塩しました。

LC‐MS/MS

ナノフロー超⾼性能液体クロマトグラフ（Thermo Fisher Scientific Easy‐nLC）をQ Exactive（Thermo Fisher 

Scientific）に取り付ける。分析の前に、0.5 pmolのペプチド混合物を、キャピラリーカラム（ID:75μm、粒⼦径
３μｍ、スプレイノズルサイズ約５μｍ）へ導⼊する。
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